
病院紹介と先輩からのメッセージ 

 
水戸医療センター 

 
 
・施設 PR 
水戸市に隣接した茨城町にある 500 床を有する病院です。茨城県基幹災害拠点病院として
ドクターヘリを運行し、３次救急医療を行っています。 
業務内容は、医療機器中央管理業務、血液浄化業務、補助循環業務、手術室業務、人工心
肺業務、人工呼吸器業務など、多岐にわたる業務を行っております。 
 
・先輩からのメッセージ 
採用 4 年目の F です。当院は 3 次救急や Dr.Heli を有しているため、24 時間オンコール体
制を取ることにより、緊急性の高い業務にも対応できるよう努めています。 
また、昨年度から心カテ業務とペースメーカー業務も新たに加わり、さらに業務の幅が広
がりました。 
より良くしようという工夫・姿勢があり、それに対してスタッフ間でコミュニケーション
がよく取れているところが、この職場の魅力だと感じています。 
 
栃木医療センター 

 



・施設 PR 
当院は、100 年以上の歴史のある病院で、信頼・貢献・協働を理念に二次救急指定病院と
して展開しています。また、地域医療支援病院、第二種感染症指定医療機関、災害医療拠
点病院等に指定され、地域に貢献できるよう努力を続けています。都心からのアクセスも
良く、豊かな自然に囲まれた環境です。 
 
・先輩からのメッセージ 
当院の臨床工学技士は現在、常勤３名です。手術部に所属し、手術室業務、ME 機器管
理、心臓カテーテル検査・治療、内視鏡業務、各種血液浄化療法、新生児を含む人工呼吸
器管理など、多岐にわたる業務を行っています。また、近隣病院の臨床工学技士との交流
もあり、勉強会を開催するなどしてスキルアップに努めています。他職種の方へ質問もし
やすく、暖かな雰囲気の職場だと思います。 
 
高崎総合医療センター 

 
 

・施設 PR 
当院は、地域医療支援病院・地域がん診療連携拠点病院・地域災害拠点病院に指定されて
います。臨床工学技士は三次救急を中心とした救急医療チームの一員として、日々多様な
生命維持装置の操作を担当しています。また、医療機器が安心して使用出来るように保
守・点検を行っております。 
 
・先輩からのメッセージ 
２０１８年４月入職の N と申します。業務内容は人工心肺、心臓カテーテル検査・治療、
不整脈治療、血液浄化療法、手術室業務、呼吸療法、ME 機器管理です。臨床工学技士数
は 10 人です。各分野で専門性をもって、業務に従事しています。当直・オンコール体制
を敷いており２４時間 ME が院内常駐しています。当直中の様々な症例に対応できるよ
う、各分野へローテーションしています。研修や学会参加、資格取得も積極的に行ってい
ます。三次救急医療機関のため、様々な経験と知識が得られる職場です。 



渋川医療センター 

 

 
・施設 PR  
当院は平成 28 年 4 月に、西群馬病院と渋川市総合病院が統合し、開院しました。群馬県
の北毛地域における拠点病院として、近接区域との疾病や病床機能ごとの連携強化を担う
病院として位置づけられています。現在は臨床工学技士が２名体制で、医療機器中央管
理、人工呼吸業務、アフェレイシス業務、血液浄化業務を行っております。また災害拠点
病院として、院内全体で災害を想定した訓練を実施しており、災害対応にも力を入れてお
ります。 
 
・先輩からのメッセージ 
令和５年度入職の K です。現在は呼吸器管理・医療機器管理を中心に業務を行いながら、
日々関連の知識や手技を一から学んでおります。当院の特徴は他職種との距離が近く、温
かい雰囲気であるため、連携をとりやすい職場であることです。そして何より、同僚から
技士としての幅広い知識と技術を、手厚く教えてもらえる環境が魅力だと思われます。ま
た休日もしっかりと得られるので、私生活とのワークバランスも取れ、リフレッシュしな
がら集中して業務に臨むことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



西埼玉中央病院 

 

 
・施設 PR 
当院は埼玉県の所沢市、入間市、狭山市の中間に位置し、病床数 325 床の二次救急病院で
す。 
新生児・未成熟児に対する医療に力を入れており、2018 年より再開した NICU を始め
GCU や LDR など様々な設備が整っております。 
臨床工学技士の業務としては上記の NICU 関連をはじめ、病棟や HCU での人工呼吸器業
務や心臓カテーテル業務、血液浄化業務や機器管理業務を行っております。 
 
・先輩からのメッセージ 
2021 年 5 月入職の M と申します。当院は臨床工学技士 3 名と少人数ですが、幅広い業務
をおこなっているため、ジェネラリストとして様々な経験を積むことができます。また、
学会や勉強会、研修会などに積極的に参加するので自身の興味のある分野への知識を深め
ることができます。 
NHO では他施設の臨床工学技士との関りがとても多く、施設ごとの特色やそれぞれの悩
み、疑問などを話せる環境が整っています。 
 
埼玉病院 

  
 
 

 
 



・施設 PR 
埼玉病院は、東京都と埼玉県の県境に位置し、二次救急医療を展開しており、臨床工学室
は、１５名のスタッフで業務を行っています。業務は、日本臨床工学技士会臨床工学技士
基本業務指針に準じて安全に取り組んでいます。また当直業務もあり、幅広い業務知識を
経験する意味からローテーションでの業務を採用しています。 
 
・先輩からのメッセージ 
採用後４年目の K です。当院の臨床工学技士は１５名（女性４名）在籍しており、ローテ
ーションで業務を行っています。幅広く業務に携わることができるので、覚えることも多
く大変なこともありますが、やりがいのある職場です。また、私たちのモットーは「ワー
クライフバランスを大切にしよう」であり、仕事と私生活の調和がとれていて魅力的な職
場だと思います。 
 
東埼玉病院 

 
 
・施設 PR 
当院は、セーフティネット系の政策医療（結核やエイズ、神経・筋難病、重症心身障害者
(児)に対する医療）に取り組んでいる病院です。ME 室には成人用人工呼吸器を有してお
り、侵襲的陽圧換気、非侵襲的陽圧換気、その他ハイフローセラピーにも対応可能となっ
ています。 
 
・先輩からのメッセージ 
当院の臨床工学技士は 2 名で業務に当たっており、業務内容は、主に呼吸器業務と院内医
療機器管理業務となっています。一度人工呼吸器を装着すると外すことが困難な進行性の
疾患が多く、常時人工呼吸器が約 90 台近く稼働しています。また、人工呼吸器の導入や
トラブル対応など呼吸器業務全般の知識が学べる職場となっています。 
 
 



千葉医療センター 

 
 
・施設 PR 
当センターは「信頼される医療を築く」を理念とし、地域医療に貢献する急性期病院で
す。主な業務は、人工心肺や心カテ・ペースメーカ等の循環器領域、各種血液浄化、医療
機器中央管理です。スタッフ一丸となり、信頼される CE、ワークライフバランスを考え
たメリハリのある働き方を目指し、日々邁進しております。 
 
・先輩からのメッセージ 
当センターでは少人数ながらも幅広い業務を行っています。特に各業務の担当を決めてお
らず、全員がすべての業務を行えるよう日々努力しています。私は入職後すぐに心カテや
血液浄化などの臨床業務に入って知識や経験を積むことができました。また、医師や看護
師、コメディカルともコミュニケーションをとる機会が多く、チーム医療を体現できる職
場です。 
 
千葉東病院 

 
 

 
・施設 PR 
当院は千葉市中央区に所在し病床数 367 床、神経難病・重症心身障害を中心に 11 の診療
科を有します。臨床工学技士は血液浄化センターに所属し、維持透析患者の入院・外来透
析、血漿交換療法、在宅透析などを行っています。また透析以外では ME 機器中央管理、
人工呼吸器・心電図モニターのラウンドを業務とし、学会発表を始めとした学術分野にも



力を入れております。 
 
・先輩からのメッセージ 
平成 27 年度採用の M です。当院の臨床工学技士は５名で、血液浄化業務を中心に行って
います。また心電図モニターなど院内の医療機器のメンテナンスも行っています。透析業
務は土曜日、祭日も治療があるため振替を別に取得します。そのため希望で 1 週間以上の
長期連休が選びやすく、とてもプライベートが充実しています。当院は豊かな自然に囲ま
れているため、毎朝鶯の鳴き声に癒されます。学術の発表や他病院との勉強会にも積極的
に参加でき、様々なことを学べる職場だと思います。 
 
下志津病院 

 

 
・施設 PR 
当院は、神経難病・重症心身障害児の病床を 230 床保有しており、筋ジス病棟で約 60
台、重心病棟で約 30 台の人工呼吸器を使用しています。多くの患者の呼吸管理をしてい
く上で、モニターを iPad 上に転送する医療機器を取り入れ医療安全を確保しています。
様々な視点から病院全体に関っていく臨床工学技士です、皆さんも Let'ｓ Try！ 
 
・先輩からのメッセージ 
下志津病院は、小児慢性疾患を中心とした成育医療、重症心身障害児(者)・筋ジストロフ
ィーを中心とした神経筋難病の医療、地域包括医療を行っています。臨床工学技士（CE）
は、人工呼吸器を中心とした医療機器管理、スタッフへの勉強会等を行っています。ま
た、NHO 近隣病院の CE とのも交流もあり、そのような機会を積極的に活用し、自身の
スキルアップに努め臨床へ貢献しています。 
 
 
 
 



東京医療センター 

 

 
・施設 PR 
「臨床工学技士は、ジェネラリストでありスペシャリストであれ」をモットーとし、血液
浄化、機器管理、人工心肺を含む手術室全般、心臓カテーテル、不整脈治療等、幅広い業
務を行っています。日々進化していく医療機器を安全に使用できるよう、かつ患者様が安
心して医療を受けられるように高度な医療技術の提供を心掛けています。三次救急は大変
ですがその分やりがいもあります。また人材育成として、積極的な学会発表や勉強会、臨
床実習の受け入れ等も行っています。 
 
・先輩からのメッセージ 
採用後 2 年目の S です。当院では、血液浄化や体外循環業務を始め幅広く業務に携わって
います。そのため、様々な業務に携わる中で他職種との関わりからも、知識や技術を学ぶ
ことができとても勉強になります。また、専門性を求められることも多く、まだ微力です
が経験や知識を活かす機会が多いので、やりがいも感じられとても充実しています。一つ
の業務を極めるスペシャリスト。様々な業務をこなせるジェネラリスト。国立病院機構に
はどちらを目指すにも最適な病院が多くあります。皆さんもチーム医療を担う一員とし
て、活躍できる臨床工学技士を目指して一緒に働きましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



災害医療センター 

 
 
・施設 PR 
北多摩西部地区で唯一の三次救急医療機関として地域に根ざした救命救急と、質の高い高
度急性期医療を提供しています。現在 10 名の ME で機器管理をはじめ人工心肺業務、心
カテ業務、不整脈関連業務、救命業務、各種血液浄化業務等、数多くの業務を行っていま
す。 
 
・先輩からのメッセージ 
平成 31 年採用の K です。当院は三次救急医療機関として救命救急センターを有している
ため、緊急性の高い救命業務に携わることが多くあります。他にも急性期及び慢性期の血
液浄化業務、心カテ業務、不整脈関連業務、人工心肺業務など幅広い業務に携わっていま
す。資格習得や各種勉強会等にも積極的に参加しており、忙しくもありますが充実した
日々を送れる職場です。 
 
東京病院 

 
 
・施設 PR 
東京病院は結核医療の中核病院として我が国における中心的役割を担ってきた病院で、結



核（100 床）を含めた呼吸器疾患を中心とした政策医療分野の基幹施設です。臨床工学部
門は現在 2 名体制で、「人工呼吸器管理」、「ME 機器管理」、「心臓カテーテル検査」、「負荷
心筋シンチ」、「血液吸着・血漿吸着」、「在宅への機器設置」などの業務を行っています。
敷地内には花と緑が多く、直通電車で池袋まで約 25 分、渋谷まで約 40 分の立地とは思え
ない恵まれた環境です。 
 
・先輩からのメッセージ 
関東一の結核病床数や在宅酸素患者数を持ち、慢性期呼吸器患者との長期的なかかわりや
急性期とは違った治療の方向性を示すための専門チームを設置しています。そのため、他
職種との意見交換の場が多いと思います。また、急性期においても呼吸器疾患をメインと
して人工呼吸器の管理や心臓カテーテル検査、医療機器の保守管理、最近では新型コロナ
患者対応等をしており、少人数故、多岐にわたる業務を同時進行しなくてはいけない場面
もあります。 
 
横浜医療センター 

 
・施設 PR 
横浜市南西部地域中核病院として救命救急医療や災害医療等、急性期医療及び高度専門医
療を中心とした病院です。当部門では、24 時間体制で人工心肺や心血管カテーテル治療、
集中治療、血液浄化等、年間約 6000 件以上の臨床技術業務を行っています。さらに、生
命維持管理装置を中心とした医療機器の保守管理業務は、年間約 14000 件にも上ります。 
 
・先輩からのメッセージ 
臨床工学技士６年目の K です。当院は３次救急医療機関ということもあり日々の定例臨床
業務に加え、緊急の救命業務にも数多く従事しています。従事している業務も多岐にわた
り各診療科やスタッフと日々コミュニケーションをとることのできる環境であることか



ら、学びの場としても最適な環境と言えます。忙しくも、充実した日々と経験を得ること
のできる職場環境であると思います。 
 
相模原病院 

 
 
・施設 PR 
当院は、一般診療や二次救急など地域医療支援病院としての役割を担いつつ、それと同時
にリウマチ疾患およびアレルギー疾患の基幹施設として、併設する臨床研究センターとと
もにこの分野における「診療・臨床研究・教育研修・情報発信」をおこなっています。 
 
・先輩からのメッセージ 
当院は大きく分けて 5 部門の業務があります。機器管理業務、手術の準備等を行う手術室
業務、虚血性心疾患や不整脈の治療に携わる心カテ業務、病棟機器の点検等を行う病棟業
務、そして内視鏡検査や治療に携わる内視鏡業務です。このような多彩の業務の中で、
様々な職種と関わることができます。他職種との距離感が近く、暖かい雰囲気が魅力だと
思いますので、ぜひ一緒に働いてみませんか。 
 
新潟病院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・施設 PR 
当院は内科、小児科、外科、神経内科などの地域医療と、難病などの専門医療を行なって
います。 
臨床工学技士は現在 2 名体制で、医療安全管理室に所属しています。主な業務は機器管
理、手術室、呼吸治療、急性血液浄化などです。特に人工呼吸器は院内で常時 100 台前後
が稼働しており、呼吸治療は大きなウェイトを占める業務となります。 
2020 年度からは看護師特定行為の研修施設となり呼吸管理の分野で指導教官を務めるな
ど、教育活動にも力をいれています。 
 
・先輩からのメッセージ 
採用後１２年目の W です。当院では、呼吸治療業務において、急性期から慢性期まで幅広
く学ぶことができます。呼吸サポートチーム(RST)の一員として、人工呼吸器の導入から
離脱まで一貫して患者さんの呼吸治療をサポートしていけるよう取り組んでいます。 
 
まつもと医療センター 

 

 
・施設 PR 
当院は平成３０年５月１日に中信松本病院が松本病院のある村井に移転し、国立病院機構
松本医療センターとして地域診療支援病院として地域医療に貢献しています。 
業務は多岐にわたりますが、臨床工学技士としてチーム医療として貢献出来るやりがいの
ある部門ですので、いつでもお気軽にご連絡ください。 
 
・先輩からのメッセージ 
私は自施設の採用が決定してから 10 年目になります。以前の病院では透析業務が主だっ
たため、正直不安もありました。分からないこともありましたが、その都度教えてもら
い、支えてもらって今の私があります。分からないことや不安な事があってもいつでも相
談に乗れる環境を目指しているので、臨床工学技士の業務拡大が求められている今だから



こそ、一緒に働いてみませんか。 
 
信州上田医療センター 

  

 
・施設 PR 
当院はカテ－テル（心・脳・シャント）・補助循環・血液浄化・ 機器管理・救急搬送・
DMAT・ICLS インストラクター等、幅広く行っています。コミュニケーションとワーク
バランスを大切にし、オーナ-シップ制で育成することで、各担当がやりがいを感じながら
責任をもって仕事をしています。（2021 年より手術室業務始めました） 
 
・先輩からのメッセージ 
平成 29 年採用の Y です。当センターでは、6 名（うち女性 1 名）の臨床工学技士が在籍
し、ローテーションで各業務を行っています。現在私は、手術室の内視鏡手術装置の機器
管理・保守・操作を中心に業務していますが、臨床工学技士の業務範囲追加に伴い、ます
ます他職種からの期待と要望を感じつつそれに答えられるように日々努力しています。 
軽井沢まで車で約 1 時間、気候も穏やかで過ごしやすい環境です。 
当センターでは CE 業務のほとんどが経験できスキルアップには良い職場ですので、ぜひ
一緒に働きましょう。 


